
 

 

 

今回の瓦版では、平成 26 年 1 月 22 日（水）に郡山市で開催された「平成 25 年度地域

づくり交流会」の結果をお知らせします。 

県内の地域づくりの参考となる内容ですので、各地でご活用いただければ幸いです。 
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２ 開会あいさつ（県土木部 長谷川参事） 

 ・今回の交流会は、県の部局間連携として地域振興課、商業まち 

づくり課、まちづくり推進課が協力して企画した。その上で福 

島大学等による運営委員会を組織して実施するものである。 

 ・島村菜津氏の講演は、人が中心で、人が活き活きするまちづく 

りのヒントが得られると思う。 

 ・県内各地で地域づくりが進められているが、一歩進んだ取組みをする段階に入っている 

ことから、午後の交流会ではテーマ毎にグループで考える内容とした。 

・本県復興の重要な点は、地域が元気になること、そして元気を発信していくことである。 

この交流会がそのきっかけになればよいと考えている。 
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２ 基調講演 （作家 島村菜津氏 「人間中心のまちづくり」） 

 ・イタリアの多くのまちを訪れてきたが、イタリアと日本はよ

く似ている。例えば農産物が多様で、中山間地が多い。 

 ・イタリアと日本の大きな違いは、イタリアの地方の人は「揺

るぎない自信」を持っていることである。人間力が底力とな

っている。今日はこのことを皆さんに伝えたい。 

 ・イタリアスローフード協会は、地域でがんばっている人と消

費する人をつなげている。「食」の人を引きつける力はすごい。 

 ・オステリア（地元の伝統的な料理を出す店）ガイドが毎年発行されており、非常に好評

である。「福島版オステリアガイド」があると良いと思う。 

 ・丌便で古い民家でも水回りをしっかりした上で宿泊に使う仕組み（アルベルゴ・ディフ

ーゾ）がある。村にレセプション１つ、食事はレストランということも出来る仕組みで

ある。丌便が価値を持つようになってきた。 

 ・徹底して人間中心で、歩いて楽しめるまちをつくっている。車を入れない区域を設けた

り、たくさんのベンチを置いたりして、たくさんの交流の場がある。 

 ・「地元の人々が幸せなまち」が大事で、このようなまちは訪れる人も幸せな気分になる。 

・福島にも良いものはたくさんある。誇りを持つことが大事である。 

・農山村では、農家民宿等に宿泊できるようにすることは必須だと思う。 

【参加者アンケート（第１部）から】 

   ○「あるものを生かす」ことに賛同した 

   ○住んでいる人が幸せなまちづくりが大切であると再認識した 

   ○地元のおばちゃんが料理をしている風景を見せることで、食の安全を自然に行って

いることが印象的だった 

 

３ 地域づくり車座インタビュー結果報告（県地域振興課 和田主幹） 

 ・県内の過疎中山間地域には、住んでいる人が気づかない資源がたくさんある。また、資 

源を見つけても活かし方がわからないという現状がある。 

・県では奥会津地域、あぶくま地域に力を入れて取り組んできたが、豪雨災害等の被害を 

受けたことから、現状を把握するため約１２０人や団体にインタビューを行った。 

・意見の傾向として、地域のリーダーや担い手が丌足している、地域内での雇用の確保が 

難しく地域資源を活かした産業育成が求められている、病院やインフラ整備が必要であ 

る等が挙げられる。 

・H26 は外部から人を呼ぶ施策、地域資源を活かす取組支援を強化する施策を考えてお 

り、3 月下旬に各地方振興局に相談して欲しい。 

 

４ 交流会（グループ討論、全体会） 

  午後の交流会は、４つテーマで５グループに分け、参加者 

それぞれの「具体的取組」「課題」「聞いてみたいこと」をワ   

ークショップ形式で討論し、発表しました。 

各グループの発表内容は下記のとおりです。  
ワークショップの様子 



①グループ「中心市街地の活性化（商店街の活性化）」 

・キーワードは「人材」「空き店舗」「交通」

「イベント」 

・人材の解決案→リーダーの定期的な交代

（世代交代。フットワークの軽い人なら誰   

でも交代可能）  

・空き店舗の解決策→適切な家賃の交渉、繁

盛店をつくる（派生効果あり） 

・交通の解決策→まちなか周遊バスの充実、

歩行者優先のまちづくり（高齢者・子育 

て世代にも配慮） 

・イベントの解決策→店に入るきっかけづく

り（まちゼミ、一店逸品等）、利益を得る人が主体で（売上げにつながるイベントを）等 

 

②グループ「中山間地の活性化」 

・キーワードは「自分の地域を知る」「価値 

観」「外との繋がり」「情報発信」 

・地域を知るための具体的取組→買物弱者の 

支援、水棲動物調査、井戸水水質調査等 

・価値観→東京が全てという意識を変える。 

田舎の豊かさ認識 

・外との繋がりの具体的取組→川遊び体験、 

そばまつり、学生との交流等 

・情報発信の具体的取組→ホームページに 

よる魅力発信、地域の宝探し等 

・子どもと女性の参加が大事 ・目に見える成果による住民意欲の向上 

 

③-１グループ「歴史・景観を生かしたまちづくり」 

・キーワードは「人」「資金」「交通」「イン 

フラ」 

・人の解決策→若者の参加として学生やア 

ーティストの例がある 

・女性が中心となり、子どもたちに伝える 

もの（マップ等）を作成している例は、 

地域づくりを広げるのに役立っている 

・資金の解決策→インターネット上で資金 

を集めるクラウドファウンディング等 

・交通の課題→交通の便が悪い、駐車場が 

無い等 

・インフラの課題→空き家があるのに住めない、空き教室を公民館にしたい等 

とりまとめ結果 

とりまとめ結果 



③-２グループ「歴史・景観を生かしたまちづくり」 

・キーワードは「人」「きっかけ」「参画」 

「システムづくり」「ネットワーク」 

・人の解決策→時間をかけて地域の人を説 

得する、外の若者が入ることで地元の若 

者が触発される等 

・きっかけの解決策→白河蔵ウォーク（所 

有者の意識が変わった）等 

・参画の解決策→楽しさを知ってもらう、 

小さい頃からの教育等 

・システムづくりの解決策→歴史まちづく 

り法の活用等 

・ネットワークの解決策→県内でのネットワークづくり、一元的 PR 等 

 

④グループ「観光によるまちづくり」 

・キーワードは「商品づくり」「行政との連携」「人」 

・商品づくりの解決策→少人数観光や着地型観光がター 

ゲット、地域の良さを入れることが必要等 

・人っておもしろい、マスコミが興味を持つのは人 

・人の解決策（人づくり）→「バカ者」（楽しくやれる人、 

突破力のある人、続けられる人）を探す、ネットワー 

クが大事、子育て中のお母さんに地域づくりの視点で 

声をかける等 

・行政の役割→ネットワークの場づくり 

 

 

 

まとめ（福島大学 佐藤特任准教授） 

・各グループの共通項としては、「人」「地域」「継続（残す）」等が 

挙げられる。 

・「暮らし」が大事。地域に根付いてきたものを継承していくこと 

は、まさに「暮らし」そのものである。 

・今回ような大学等の専門家を入れたネットワークの場が重要で 

ある。 

 

【参加者アンケート（第２部）から】 

  ○意見を出し合い交流する形式は有意義であり、次回も開催して欲しい 

  ○各地のまちづくりの工夫・努力を知ることができた 

  ○グループ討議の会場は広い方が良い 

○地域活動商談コーナーがあると良い 

とりまとめ結果 

とりまとめ結果 



5 閉会あいさつ（福島県区画整理協会 藁谷理事長） 

・交流会は地域づくりを進める上で有意義なものだったと思う。 

・県が復興を進める上で、地域が元気になることが重要であり、 

活力ある地域づくりが行われることを祈念申し上げる。 

・協会の「地域づくり活動支援事業」を活用していただきたい。 

http://www.fukushima-kukaku.or.jp/about/guidance/index.php 

 

【グループ討議、発表の様子】 

 

■編集後記■ 

  地域づくり交流会は、震災時を除き毎年開催しておりますが、今回はこれまでのアンケート等を

基に、各地の取組みを一歩進める際の参考となるような企画を練りました。次年度以降も有意義な

交流会となるような内容にしたいと考えております。 

 地域づくりを進める上での質問等がありましたら、まちづくり推進課へ遠慮無く連絡下さるよう

お願いいたします。（伏見） 

 

 

メールマガジン登録随時受付中! ! ! 

1. 団体・会社名 
2. 氏名 
3. メールアドレス 

 

【発行元】 福島県土木部まちづくり推進課 
〒９６０－８６７０（住所記載丌要です） 
ＴＥＬ 024-521-751１ 
ＦＡＸ 024-521-7956 
e-mail machizukuri@pref.fukushima.lg.jp 
ＵＲＬ http://www.pref.fukushima.jp/machi/ 

登録された方には、県内外のまちづくりに関する情報のほか、イベントなどのお役立ち情報をメールにて
お知らせいたします。 

メールマガジン（無料）の登録をご希望される方は 

１～３を記入の上、まちづくり推進課のメール
アドレス machizukuri@pref.fukushima.lg.jp）
まで希望する旨ご連絡下さい。 

http://www.fukushima-kukaku.or.jp/about/guidance/index.php
mailto:machizukuri@pref.fukushima.jp
http://www.pref.fukushima.jp/machi/
mailto:machizukuri@pref.fukushima.jp

